
平成 30 年度高浜市「防災ネットきずこう会」支援事業 

地域防災リーダー養成講座・基礎編 

■日時：平成 30 年 6 月 30 日（土）13：30～16：30 

■場所：高浜市役所高浜エコハウス 

■参加者数：33 名 

■実施内容 

1.挨拶／高浜市都市政策部 部長 杉浦義人 

6 月 18 日大阪北部地震、4 月にも高浜市で震度４の

地震が記憶に新しい。昨年 12 月に今後 30 年以内に南

海トラフ巨大地震が発生する確率が 70～80％に引き

上げされ、いつ来るのか分からない恐怖が募る。高浜

市では平成 27 年度より、災害時の状況を適切に把握

し行動することができ、平常時には地域の中で防災・

減災対策ができる人材の育成を目的としてこの講座を

実施している。地域の課題を見出し、共有して防災の

認識を深めていただきたい。 

 

2.講演／レスキューストックヤード代表理事 栗田暢之 
 6 月 18 日の大阪北部地震については、発災当初と

状況が変化している。2016 年熊本地震のように家屋

の倒壊が目立つというよりは、家が傷んだというイメ

ージ。今回の地震ではブロック塀の下敷きが悲劇だっ

た。阪神淡路大震災以来、家具固定やブロック塀の危

険性など啓発活動をしてきたが、伝わっていなかった

のではないかと責任を感じている。今回の災害から得

られる教訓は、3 つ。1 つ目はブロック塀。登下校の

見守りをしていた 80 代男性が被害に遭い、その様子

を登校中の子どもたちが目撃している。子ども達の心

の傷が心配される。高浜市は大阪北部地震後、ブロッ

ク塀の緊急点検を実施している。 

一方で、タンスの下敷きになった高槻市 80 代女性

は震災前に病死していたことが、後日判明した。これ

は、都市部のコミュニティの希薄化が読み取れる。ま

た今回の地震では雨漏りも多く、依頼件数の増加によ

り業者がすぐに修繕できないため屋根のブルーシート

を張りが必要だが、シートが配布されても張れない人

が多い。シートを屋根に張る専門業者がいない故に、

悪徳業者が入って問題となるケースも出てきた。直接

張って回る支援から、ブルーシート張りが出来る人材

育成のための講座を行い、できる人を増やす方針に変

更して対応している。２つ目はライフラインと交通機

関の麻痺。都市ガスは復旧の操作を個人で行う必要が

ある。隣近所で操作方法を教え合う関係作りが平常時

から必要だ。3 つ目は帰宅困難者の続出。18 日朝の通

勤ラッシュ時に地震が発生したことにより、出勤でき

ない、あるいは出勤しても帰宅困難といった事態とな

った。企業の多くは社員の出勤に関し、2011 年東日

本大震災の教訓からマニュアル作りをしていたものが

活きた。熊本地震では逮捕者が出たＳＮＳによるデマ

は、今回の地震でも問題となっている。情報の虚実に

ついては確認作業が必要である。 
大阪北部地震の発生経緯は未だ不明。活断層のズレ

と考えられている。高浜にも活断層があり、ずれる可

能性はほぼ０％だが、大阪府では約２％で発生した。

南海トラフ巨大地震は確実に発生するといわれ、40

年あれば発生するとされている。以内ということは明

日来るかもしれない。高浜市の地形は外部支援が入り

にくく、自分たちで備えておかなければならない。災

害時の協定を多治見市と瑞浪市と締結している。協定

している市へ住民の受け入れ態勢が整えられるなら、

対策しておくことが必要。一時的に避難するという対

策もある。2016 年熊本地震でも福岡県に一時避難す

るという対策が取られたが、避難する人は少なかった。

高浜市は南海トラフ巨大地震の想定は震度７。地震速

報は日本が世界に誇る技術であり、速報から揺れるま

での数十秒間で何をするのか、すぐに行動できる姿勢

が必要である。 

津波については、映像をもとに解説。高浜市は 3,2

ｍ津波、小さなキリンくらいの高さが 75 分で到達予

定。避難は可能だが、倒れてきた家具に挟まれたり、

深夜に飛び起きて逃げられるか等、発災の時間帯や場

所によって避難行動を考えなければならない。 

愛知県が実施した防災（地震）意識調査では、関心

があっても行動に移していない人が多い。県内の自主

防災組織の組織率は 90％以上であるが、自主防災組

織の存在の有無を知らない人が 6 割という結果は、知



らない人をどうするかだ。まずは自分が助かるための

対策を取る。自宅の耐震補強できるなら、今のうちか

らやっておくべき。阪神淡路大震災のとき、住民によ

って救助された人は救助隊に救助された人よりずっと

多かった。災害時すぐに助けられるのはご近所さんし

かいない。バール、のこぎり、ジャッキが使われるこ

とが多い。冊子『被災者が一番伝えたいこと』から、

ダウン症の子を持つ母親が毎年避難訓練に親子で参加

し、東日本大震災の時には子どもが一人で約束通りの

避難場所へ避難していた。地域につながっていた成果

がでた事例といえる。 

一方で、東日本大震災の時は約 250 名の消防職員が、

住民に避難を説得中に亡くなっている。避難を選択し

ない住民に対し、どのように対応するのか、消防団の

救助指針も変更する必要がある。 

 

3.ワークショップ：平常時にできること 

発表・まとめ/ＲＳＹ代表理事 栗田暢之 

（高浜グループ） 

・非常持ち出し袋はあるが、何を入れておけばいいの

か分からない。家族一人に一つは準備する必要がある。 

・通帳は携帯で写真を撮り、保存しておく。 

・家具固定は冷蔵庫や電子レンジ、テレビが出来てい

ない。耐震マットで対応できそう。 

・災害時、子ども達が学校にいるときに、親は無理し

て引き取りに行かなくてもいいのでは。 

・携帯電話は普段メールよりＳＮＳを利用することが

多く、メールが苦手な人もいる。 

・高浜中学校も避難所に指定してほしい。 

・自宅は高台のため、外へ避難するほうが危ない。自

宅で籠城するための備えが必要。 

（吉浜グループ） 

・非常持ち出し袋・リュックサックで代用できるが、

実際にまとめて準備できている人は少ない。 

・懐中電灯は揃えているが、スリッパはまだ。 

・耐震性診断と工事が必要なのは分かるが、お金をか

けられない人もいる。早めに逃げる必要がある。 

・高浜市防災ラジオを持っているが、実際に使ってみ

ると聞こえないことが多い。 

（高取グループ） 

・食器棚にもガラスの保護フィルムを張る対策が必要。 

・安否確認の連絡はとりあえずメールしておけばいい。 

・高取小学校は川の堤防より低い。翼小学校など高い

所へ避難したほうがいい。 

（港グループ） 

・災害時ＬＩＮＥは有効なのか。ＳＮＳが連絡手段だ

と、普段ガラケーの人との連絡手段が心配。 

・学区に住むポルトガル人や中国人のためにも外国語

版チェックシートが必要。 

・学区のブロック塀が控え壁をしてあっても、古くて

危険。チェックシートに通学路のブロック塀の危険個

所をチェックする項目が必要。 

・非常用の飲料水は普段飲んでみるなどして、置き場

所を把握しておく必要がある。 

・町内会への加入も防災対策につながる。 

・子ども達の引き取りも重要だが、高齢者のデイサー

ビス通所時の引き取りや安否確認の対策も必要。 

（翼グループ） 

・寝室のドアは開けておく習慣が必要。 

・家具固定の必要性は繰り返しＰＲする必要がある。 

・高浜市防災ラジオは必要か。発災時、市役所はどの

ように情報発信するのか。 

（栗田） 

全体的にチェックシートの項目について、「なぜ必要

なのか」分からない参加者が多いようだ。必要性につ

いて解説する時間が今後必要かもしれない。 

 

4.修了証の授与 



平成 30 年度高浜市「防災ネットきずこう会」支援事業 
防災リーダー養成講座・避難所編 報告書 

 
■日時：7月 14 日（土）13：30～16：30 

■場所：吉浜公民館ホール 2 階 

■参加者数：31 名 

■実施内容 

1.開会挨拶／高浜市長・吉岡初浩 
 先日の豪雨では岡山・広島県で大きな被害が出

た。高浜市から保健師を派遣しており、情報収集

をしている。高浜市職員の半分は市外から出勤し

ており、災害時には自分の家族も心配の中で対応

することになる。住民の皆さんの現場に即した対

応・協力は不可欠。今日は、災害時に役立つ術を

学んでいただきたい。 

 

2.講演「避難所運営のポイント」／レスキュース

トックヤード・常務理事 浦野愛 
先日発生した平成 30 年 7 月豪雨で多くの尊い

命が失われた。岡山県倉敷市真備地区の避難所の

環境改善に携わった。避難所は小学校が多く、１

校に約 300 名が避難しているが、避難所の数が足

りず、近隣の市町へ移る人たちもいた。日に日に

暑さが増し、衛生環境の維持が難しくなっている。 

震災関連死とは建物の倒壊などの直接的な被害

ではなく、長期化する避難所生活の影響から体調

を崩し亡くなること。阪神淡路大震災を機に初め

て使われた言葉。熊本地震でも注目された。循環

器系疾患や呼吸器系疾患に集中し、自殺やアナフ

ィラキシーショックも含まれる。障害や持病のあ

る人達から影響が出る。周囲の目配りと早期受診

を勧めることで災害関連死は防ぐことが出来る。

この周囲の目になれるのは、皆さんの様な地域住

民やボランティアなど身近な存在。医者等の専門

職は明らかに体調が悪くなった人たちにのみ目が

行きがち。悪化する前に食い止める必要がある。

避難所生活で命と尊厳と健康が維持され、活力を

失わないために必要な要素は何だろう。震災関連

死は災害発生から 2週間が境目だと過去の災害現

場から感じている。この期間に周囲の目となり、

専門家へつなげられる存在が不可欠。例えば、避

難所内の土足禁止の徹底等、知っていれば出来る

知識と技術を身に着けてほしい。身近にある道具

を使った環境の整え方を知り、相談先などつなぎ

先を学ぶ必要がある。 
活力を失わないための要素とは、トイレ・寝

床・食事・衛生環境が整っていること。具体的に

は 1 人分のスペースや通路の確保、居住スペース

の土足禁止などがある。ブルーシートや段ボール

などを活用すれば難しくない。普段から災害時に

活用できるものを把握しておく。パーテーション

は震災発生から約 1 ヶ月で配布されるが直後には

あるもので工夫が必要。 

例えば寝床を整えることでリュウマチを患う 100

歳の女性は自分でトイレに行くことが出来、尊厳

が守れた。 

他にもトイレに関してはスリッパの設置で、ト

イレの汚れを外部に出さない対策ができ、断水時

の対応として汚物であふれる前にルール化を図る

ことが出来る。 



食事に関しては食事スペースを確保しないと寝

床で食事をすることになり、万年床になってしま

う。寝床との分離は生活リズムを作るきっかけに

もなる。交流スペースも兼ねることが出来るため、

避難者同士の見守りにもなる。また簡易調理スペ

ースを作れば何人かで持ち寄って住民で炊き出し

が出来る。過去の被災地では学校の家庭科室を開

放していた。食中毒防止や消火器を置くなどのリ

スク対策が必要だが、暮らしの感覚を失わないた

めに出来ることの一つ。 
ゴミの分別に関しては１種類のみだと分別する

のは難しい。誰かが後で分別しなければならない。

また、特に女性への配慮として、専用の物干場や

着替えなどが出来る多目的スペースも必要。物資

の仕分けに関しては、ボランティアに依頼する事

も選択肢のひとつ。避難所運営全般をその場にい

る住民でやるには負担が大きい。あくまでも避難

所は普段の生活に戻るまでの中継地点に過ぎない。

震災発生 1～2 週間は避難所内での合意形成をし

つつ、役割分担しながら環境を整えて 
いくことが出来るといい。 

3.質疑応答（1回目） 

質問①：体育館などでの暑さ対策で出来る事は？ 

→災害救助法で外付けクーラーを購入することが

可能。時間がかかるため、扇風機と一緒に凍らせ

たペットボトルを浸した桶を置くことで冷風を送

れるように工夫する事も出来る。虫対策で網戸の

代わりに蚊帳を使っていた。 

質問②：震災で家族を亡くした子どもなどの対応

は？ 

→震災直後は周囲でサポートする必要がある。時

間が経てば、教育委員会や児童相談所などの支援

につなぐことが出来る。寝不足や言動に異変を感

じる場合はすぐ保健師など専門家に相談する必要

がある。保健師など専門家が入るタイミングは災

害規模によるが早くて翌日。行政職員は開設当初

から入るため、まず相談できる。 

質問③：南海トラフ巨大地震が発生した場合は、

救助や救援物資はいつ頃来るのか？ 

→東日本大震災では救援物資が来るまでに 1 か月

かかった地域もあった。それまでは SNS 等で発信

しながら物をかき集め、しのいでいた。 

 

4.演習「やってみよう！避難所運営のはじめの一

歩」／RSY 浦野愛・岡田雅美 
2 つのグループに分かれ、「身近にあるものを

使った寝床づくり」と「感染症対策のための汚物

処理方法」を交互に演習。 

・寝床づくり／浦野担当 

 5 項目（通路の確保・衛生環境の整備・寝床づ

くり・多目的スペースの設置・要配慮者スペース

の設置）と、レイアウトや 1 日のルールを話し合

った。 



通路の確保はビニールひもと養生テープを活用。

段ボールを活用したベッドや靴箱、ゴミ箱、多目

的スペースを設置後、場所の用途に合わせた案内

表示を作成・掲示した。次のグループでは前のグ

ループが設置したものを見学して、パーテーショ

ンを加えるなどレイアウトの変更やゴミ箱の場所

など使いやすさの再検討が行われた。 

・汚物処理方法／岡田担当 

 便や嘔吐物が付着した床や衣類、トイレ等モノ

への消毒とおもちゃ等直接手で触れる部分への消

毒の 2 種類の方法を紹介。処理後のエプロンや手

袋に極力触れない外し方の手順や処分方法も話し

合った。 

5.振り返り・質疑応答（2 回目）／RSY 浦野愛 

 演習の中で一つでも出来る工夫が見つかった受

講者が多かった。その場に居合わせたメンバーで

知恵を出し合うことで避難所の環境改善につなが

っていく。 

質問④：レイアウトの変更のタイミングは？ 

→なるべく人が入る前に区画整理を最低限してお

くことが重要。2 週間経過すると、住民同士の合

意形成が出来てくるため、意見を出し合ってレイ

アウトを変更することも出来ると思われる。提案

して変更できる可能性があるのは 2 週間が目安。

避難所開設当初、必ずしも行政職員が来られると

は限らない。今回の演習が地域住民に浸透してい

ることが重要。または安城市の事例のように、各

防災倉庫に開設の手順を 10 項目にまとめた指示

書を置いて、誰でも避難所の開設が出来るように

準備して、掲示・設置することもできるのでは。 

質問⑤：過去の被災地の事例を災害時避難所にな

る学校の先生や行政職員へ提供して連携する必要

があると思っている。 

→学校管理者と行政職員はもちろん、地域の代表

も入れた 3 者合同の避難所開設・運営の話し合い

を積み重ねていく必要がある。 

質問⑥：RSY は現場に入り、アドバイスをした際、

現地でスムーズに受け入れてもらえているのか。 

→地域にもよるが現地からは大体「誰この人た

ち？」から始まる。行政と話をして、行政からの

紹介で現場に入る場合が多い。その場にいる住民

と信頼関係を築いて現場に入らせてもらう場合も

ある。あくまでもよそ者だという意識をもって入

る。 

質問⑦：地域の災害ボランティアや自治会などの

ユニフォームはどんなものがある？ 

→RSY は青のロゴ入りＴシャツがある。岡田が所

属する名古屋市緑区の災害ボランティア連絡会で

もビブスがあり、ポケットを付けるなど工夫をし

ている。 

6.閉会挨拶・修了証の授与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



平成 30年度 高浜市「防災ネットきずこう会」支援事業 

防災リーダー養成講座・フォローアップ編 
 

  日時：8 月 19 日（日）13:30～15:30 

  場所：高浜エコハウス 

  講師：NPO 法人レスキューストックヤ

ード 

   専門職アドバイザー 鈴木啓之 

  講義： 

 私は、一級建築士として、一般住宅や、

店舗等を手掛けている。 

阪神淡路大震災が起きた時、震度 7 とい

う地震に、プロが設計した建物が耐えるこ

とが出来たか。それを検証するために、野

宿をしながら、神戸の街を見て回った。室

内は家具が凶器になっていた。 

平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災では、

津波があまりにも大きく取り上げられたこ

とで、家具の転倒防止があまり取り上げら

れていない。確かに建物は東日本大震災の

被害は非常に少なかった。どう違うかとい

うと、海洋性の地震は直下型の地震と比べ

揺れの周期が非常にゆっくりだった。木造

2 階建などの低い建物には大きな影響はな

かったが、４階 5 階の高い建物には、家具

等が上の方の階では非常に倒れやすいとい

う現象が起きた。 

平成 26 年 11 月 22 日に長野県北部で地

震が発生した。格子が斜めに倒れた家が非

常に多かったが生存空間があった。ただし、

たまたま人間が生き延びる空間ができたと

いうこと。寒い地方で、窓が小さく、それ

と使っている材木の質が良かったというこ

とだ。 

そして照明器具。自分の寝室の上に照明

器具がある人、実は危険だ。中でもペンダ

ントタイプ。大きく振れて天井に当って、

落ちてくる。 

平成 28 年４月 16 日の熊本地震の特徴は、

局部的にすごいエネルギーが加わったこと

だ。 

このように倒れている何千棟もの建物を

見て回ったが、圧倒的に倒れる方向は南面、

東面の方が多い。なぜかというと、窓があ

って弱いため、建物が斜めに倒れる傾向が

強いからだ。 

洋室のトイレだと閉じ込められる可能性

はあるが、四隅に柱のある空間であること

は確かだ。それから浴槽だけは形を残して

いるのも多くの現場で見ている。 

それから、建築屋として瓦屋を守る言い

方をするわけではないが、瓦というのは基

本的に落ちる物だ。地震が起きた時に、瓦

は落ちて身軽になって本体を守る構造の物

である。だから、瓦は落ちても後でもう一

回載せ替える、というのが日本建築の文化

だ。 

ビニールシート、これは発災直後に即、

売り切れるので、備蓄してほしい。ただし、

屋根をカバーするためではなく、雨に濡れ

て困る家財道具を一つにまとめて部屋の中



で守るために必要だ。そして、プロが来た

時に初めて、ビニールシートを屋根にかけ

てもらう。 

畳は濡らすとダメになるので、みんな起

こしてその畳にビニールシートをかけてほ

しい。 

危険な家財道具の代表格としては、冷蔵

庫である。キャスターがついているので、

隣の部屋まで動いてく。冷蔵庫が地震の揺

れで台所から隣のリビングまで一人に動い

て行ってそこで倒れる。 

次は大阪府北部地震のブロック塀の話を

する。 

問題は法律が施工されたのが 1981 年とい

う事だ。それより前に作られたブロック塀

は建築基準法違反では、既存不適格。つま

り作った後に法律が変わった。その場合は、

あくまでもお願いして頭を下げて安全な通

路にしてもらう必要がある。「あんたのと

こ建築基準法違反だから、早く直せ」と頭

ごなしに言えないのが、法律の限界である。 

高浜市では、小中学校すべて耐震化

100％だそうなので、校舎が崩壊して下敷

きになって潰れて死亡するという事は、ほ

ぼない。むしろ、避難訓練で、「地震だ！」

の声かけで、ピアノの足にみんな子どもが

掴まるのをみて、無茶苦茶な防災訓練をや

っていたりしないだろうか。盲点というか、

グランドピアノは危険だと認識してほしい。    

一般に「防災のことやってますか」とき

くと、やっているという返事がかえってく

るが、何やっているかきくと、スリッパ、

飲料水、食料、ラジオ用意していますと回

答がある。じゃあ「家具固定していますか」

「建物耐震していますか」ときくと、して

いませんという。それは防災ではなく、事

後対策。防災というのは自分が生き延びる

為、怪我をしないとういのが基本だ。 

防災というのは自分のためにやるもので

はない。どうせ死ぬからいいや、もし地震

がきても運が悪かったと思ってあきらめる

からいいやという方があるが、そうではな

くて、防災は自分の家族のためにやるもの

である。みなさん自分の子どもさん、お孫

さんの顔を思い出してみてほしい。その子

が自分の家の家具で怪我をしたと想像し、

防災は誰のためにやるかもう一度考えてい

ただきたい。 

次に、部屋の設計についてだが、平成に

なって対面キッチンというものが非常に多

くなっている。食堂と台所をわけたキッチ

ンというのはとても危険。火を使う、刃物

を使う、物が落ちてくる、冷蔵庫がある、

食器棚もひっくりかえる、とてもそこにい

られるような空間ではない。 

リビングでは、本箱ひっくり返る、タン

スひっくり返る、机が動くという状況で、

家具が倒れて、閉じ込め状態、脱出できな

い。 

みなさん背の高い家具は危険だと認識す

る。それに対して高さ１ｍくらいのものは

こんなの大丈夫だと思っている人が多い。

子どもの身長を考えて、今一度危険度を確

認をしてほしい。 



ところで、電子レンジ固定してあるとい

う人手を挙げてください。０人ですか。こ

れも盲点だ。電子レンジの固定も必要だ。

人間というのは地震が来た瞬間金縛りにあ

って動けない。でもいろんな人の話をきく

と２～３ｍは這って動けるようだ。そのと

きにどこが危険か考えている余裕はない。

ここに家具があるからここは危ないという

のをとっさに思わないといけない。たとえ

ばお孫さんと一緒に部屋にいたとして、お

孫さんがいまどこにいるのかさがして、そ

の前にタンスがあったら、真っ先にその子

に、家具があるから危ないではなく、こっ

ちおいでと言わないといけない。それを地

震の起きる前、日頃イメージして、家具転

倒防止に取り組んでほしい。 

 

（神谷副市長挨拶） 

こんにちは。防災リーダー養成講座に多く

の方に参加頂き感謝申し上げる。私も先生

の講義を１０年位前に聞いた。お話しを聞

いてから今住んでいるところの実家と在所

の寝室のところをすべてやった。非常に有

意義な研修なので、これからの実技も含め

て聞いていただければ幸いだ。今後ともみ

なさんが防災リーダーとしてご活躍される

ことを期待し挨拶とします。 

 

（休憩後、実演） 

プロの家具の転倒防止は震度７に耐えら

れる方法だ。私は、震度６弱に耐えられる

家具の転倒防止を目指せばいいじゃないか

と思っている。 

なぜ、自分でできる必要があるのかとい

えば、こんな経験をすることがままあるか

らだ。家具転倒防止の依頼を受けていたの

に、前日の夕方電話がかかってきて「すい

ません。部屋の片づけが間に合わなかった

ので、また今度にしてください。」と断ら

れる。そのように、なかなか他人は、寝室

とか入れられない。というわけで、講習会

に出て、自分でできるようになることのメ

リットは、じつはこういう背景がある。 

L 字金具の話に移るが、下地の位置がわ

からん、３つあってもせいぜい一個しかビ

スが打てないということになる。冷蔵庫の

固定でいっても、グリップを使ってもらう

のがいい。このグリップに後ろ側にホーム

センターにある棚につけるこのような金具

を買ってきて下地を探してベルトでとめて

おく。電子レンジはこのようなベルトでぐ

るぐるとして固定する。L 字金具で固定し

ても、床が滑るフォローをしなくてはいけ

ない。重たい家具なら、根もとを少しとめ

ておく。そうすると踏ん張れる。L 字金具

は薄いぺらぺらがいい。なぜか。薄い L 字

金具だとふにゃふにゃと免震になる。厚い

L 字金具だとがっちり固定されてしまって

ビスに遊びがなくなる。家具の転倒防止の

限界はこの L 字金具がちぎれるなんてこと

はありえない。ビスが抜けるのが家具の転

倒の原因だ。ということは、L 字金具は柔

らかいほうが力が逃げやすい。床につける

ときは厚い L 字金具のほうが丈夫だ。 



それからチェーンで後ろから引っ張る方

法の場合は、隙間を空けないでほしい。ぴ

ったりつける。このチェーン６０キロに耐

えられると書いてあるが、引っぱり試験の

結果１００キロに耐えられる。一番いいの

は斜め３０度に下向きにつける方法だ。大

工さんのやる失敗は八の字につける。八の

字につけると丈夫に見えるがプロの家具の

転倒防止は家具は動いていい。床の摩擦で

エネルギーが逃げていって、そのほうがい

い。ハの字につけると２００キロの家具は

通常なら２本の腕で１００キロずつになる

はず。これ４５度にふったらルート 2 にな

って１４１キロで引っ張られることになる。

それから一番多いのが上下の連結をしない。

被災地でよく見かけるのは、せっかく L 字

金具をつけているのに、下からすぽんと抜

けて上がブランブランになっているのが結

構多い。だから上下の連結は必ずやらなけ

ればいけない。 

吸着マットは、２１世紀に生まれた家具

の転倒防止グッズの優れもの。ただし、付

け方が大事。まずほこりまみれのところに

つけてはいけない。濡れ雑巾で綺麗にふい

て、そのうえでアルコールウェットティッ

シュ、エタノールで綺麗にふいて揮発させ

て乾いてから、吸着マットをつけてほしい。

そうすると非常によくつく。人間の手の油

がついているところには付きが悪い。吸着

マットの素晴らしいのは、洗って干す事で

また使える。最初の能力が１００とすると、

２回目は７０、そのあとは、何回やっても

永遠に７０。何で１００に戻らないかとい

うと洗っても完全に油はとれないから。た

だ、瞬間的には強いが、震度３～４くらい

でも長い時間かけるととれてしまう。それ

から、壁には着かない。あくまでも上から

荷重で押さえつけているもののみ効く。 

このように、家具止めの道具を特性を活

かして使用することで、素人でもできる防

災対策に、今日からすぐに、取り掛かって

ほしい。 

 

 

以上 



  
外国人向け防災・減災イベント 

「ジシン・カサイ・ゴキンジョってなぁに？」 
■日時：平成 31 年 3 月 9 日（土） 

13:30～16:00 
■場所：葭池住宅集会所 

（高浜市湯山町 4 丁目） 
■参加：約 55 名 

 
高浜市には、3,000 人を超える外国人が在住

している。市町村人口に対する外国人住民の割

合は愛知県内で上位に入っていることから、在

住する外国人に対して、災害について具体的な

安全対策を各家庭や地域で取り組めるよう啓発

する防災・減災イベントを開催した。過去 2 年

間は、主にブラジル人コミュニティに絞って集

客等していたが、今回の会場（葭池住宅）の住

民の中には、ベトナム人、中国人、フィリピン

人など多国籍に渡るため、前年までに作成した

ガイドブックのポルトガル語版のほかに、ベト

ナム語版とやさしいニホンゴ版を新たに作成し、

合わせて、ポルトガル語版の改定も行った。 
事前告知として、市の広報紙で案内すると同

時に、チラシも自治会単位で回覧・配布した。

会場の葭池住宅内の掲示板にも掲示した。 
当日、団地内でスピーカーを用いて、行事案

内をしたところ、聞きつけて参加した人が多く

みられた。 
 

□高浜市の地震災害の特徴や緊急時の対応につ

いて知る防災学習 
「地震ガイドブック」 
ポルトガル語／日本語版 
ベトナム語／日本語版 
ヤサシイニホンゴ／日本語版の配布と解説 

 

最初に吉浜高浜市長から挨拶があり、続い

て RSY 浜田が阪神・淡路大震災の地震や東日

本大震災の津波の動画、液状化の写真などを

使いつつ、災害時に実際どのような状況にな

るかを説明した。「地震ガイドブック」を使

って、南海トラフ巨大地震が発生した際 の高

浜市での「揺れ」「津波」「液状化」「火災」

の被害予測やその対策方法について解説した。

ガイドブックには、災害時に使う可能性が高

く、覚えておいてもらいたい単語についても

日本語と他言語で併記しており、日本人と外

国人がお互いに助け合える関係づくりが大切

であると伝えた。 
参加者は、日本人が 3 分の 2 程度、ブラジル

人、ベトナム人、中国人などが参加し、それぞ

れ、一番読みやすいガイドブックを取って、話

を聞いていた。 

続いて、高浜市と碧南市を管轄している碧

南警察から、市民 1,000 人に対して警察官が 1
人しからおらず、災害時の警察官の救助活動

には限界があるとの説明があった。そのため、



まずは自助が大切であること、地震に備えて

家具固定や、非常食を準備しておくことなど

が大切であるとの話があった。 
最後に、日本で非常食として市販されてい

る「アルファ化米」と「アルファ化パスタ」

の作り方を説明し、実際にお湯を注いで食べ

られるところまで、体験してもらった。 
さらに市販されている「長期保存パン」

「ビスケット」などを紹介し、ブラジルのお

菓子で比較的賞味期限の長いものを示して、

食料の備蓄についても説明した。 

 
 

□地震の揺れを体験する「こなまず号」試乗 
 

机サイズの起震装置「こなまず号」を使っ

て地震の揺れを体験するコーナーは、子ども

たちに人気だった。初めて揺れを体験したと

いう外国人参加者もいた。地震の際にどのよ

うな態勢をとれば安全であるかも考えながら

体験してもらうことで、いざという時の行動

がイメージできた。また、地震があった時に、

家具固定をしている部屋としていない部屋の

状況を比較できる模型（ぐらぐる模型）をこ

なまず号の上にセットし、家具固定の大切さ

も説明した。 

□消火器の取り扱いを学ぶ「水消火器」体験 
 

市職員および地域ボランティアの指導によ

り、適切に消火器の操作を学ぶことができた。

初めて消火器に触れるお子さんにもわかりや

すい説明で、何回も挑戦することで、スムー

ズに使えるようになっていた。実際には、消

火器がすぐに手に入る場所になければ、消火

活動ができないことから、自宅でも消火器を

常備すること、集合住宅等のどこに配置され

ているかを知ることなどが大切である。 

 
□煙の中での行動を学ぶ「煙中」体験 

 
火災が起こった際に、煙の中では想像以上

に視界が奪われ、まったく前が見えなくなる

ことを体験し、どのように行動すればいいか

を訓練した。実際の現場では、停電で真っ暗

だったり、障害物があるなどの危険が潜んで

いることも学び、ヘッドライトなどの明かり

があるとよいなど、備えの大切さについても

適宜説明した。 
 

 
 
 



□助けを求めるための「大声コンテスト」 
 

災害時に助けを求める訓練として、騒音測

定機に向かってあえて日本語で「たすけて！」

と叫んでもらい、声の大きさを測定した。誰

が一番大きな声がでるかなど、楽しみながら

参加してもらった後、実際には大声を出し続

けるのは難しく、笛などがあると役に立つこ

とを説明した。参加者全員に防犯笛をプレゼ

ントし、常備してもらうように伝えた。 

 
 
参加者の声： 

・小さい子どもがいるので、災害時にどのように動い

たらいいかを知りたくて参加した。 
・ベトナム語版があって、よかった。妻も子どもいる

ので、持ち帰って話題にしたい。 
・（こなまず号を何度も体験したあと）最初は、こわ

かったけど、丸くなるポーズをとると、あまり怖く

ないことが、わかったよ（ブラジル人小学生）。 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成 30 年度高浜市「防災ネットきずこう会」支援事業 
福祉避難所編 報告書 

 
■日時：12 月 16 日（日）13：30～16：00 

■場所：吉浜公民館および吉浜小学校体育館 
■参加者数：41 名 

■実施内容 

１）講演「被災するということ」／レスキュース

トックヤード・常務理事 浦野愛 
 今年度は地震と水害が多発し、多くの被災者が

今も避難生活を送っている。南海トラフ巨大地震

発生時は、高浜市も大きな被害を受ける可能性が

高い。過去の被災体験から、備えるべきことを学

び、この施設が福祉避難所として機能するために

必要な機能や要素を皆さんと共に考えたい。 

 阪神・淡路大震災では地震による直接死約

5,500 人のうち、83.7%が家屋の倒壊・転倒等によ

る圧死・窒息死であったとされている。この結果

は、大きな揺れから命を守るための最優先課題は

居住環境の安全性を高めることであると言える。

特に災害時にひとりや家族で身の安全を確保する

ことが難しい障がい者世帯等は、しっかりと取り

組む必要がある。実際、東日本大震災で 12.1m の

津波被害を受けた宮城県七ヶ浜町の肢体不自由者

は、事前に耐震補強、家具転倒防止を実施してい

たことで、高台への避難に成功した。このことか

ら、居住環境の安全対策は、命を守り、避難行動

を早めることに効果的であることが実証された。

しかしこれを行うには、本人や家族の自覚と、周

囲からの協力が不可欠である。 

 また、阪神・淡路大震災では、支援を求めてい

た 3 万 5 千人のうち、77%は地域住民が助けた。

ある支援者からは「一番好きな人から助けた」と

いうコメントもあり、地域で良好な関係を作り、

自分たちの存在を記憶してもらえるような働きか

けをしておくことが、周囲から支援を受けるため

に大きなポイントになることを学んだ。このよう

な結果は、9 月に発生した北海道胆振東部地震で

も同様に見られた。町内会が障がい者への発電機

の貸し出しや、高齢者等の避難誘導のために動い

た事例や、マンションに住んでいた要配慮者のた

めに高校生が水汲みを手伝ってくれたという事例

もある。また、障がい当事者の情報を日頃から把

握している「札幌市障害者基幹相談支援センター」

が、安否確認や個別支援にあたった事例もあり、

様々な社会資源とのパイプが実際の救助に大きな

力を発揮したことが分かる。 

 一方、指定避難所の生活は過酷であった。階段

や段差、和式トイレ、間仕切りなどプライバシー

の無い空間が、移動やオムツ交換等の支障となっ

た。障がい者世帯は「とても生活できない」とい

うことで、車中泊や避難所外避難、在宅避難を選

ばざるを得ない状況があった。しかし、地域の協

力が得られた避難所には、「福祉避難スペース」

が設置されたり、空調や電源の配慮を受けること

ができたりして、長期間滞在できた方もいた。普

段障がいのある方と接点のない地域の人々は、何

をどう配慮すればよいのか分からず戸惑っている

という状況もある。やることさえはっきりすれば、

快く配慮してくれる人もいると考えると、当事者

側が率先して、日ごろからそのための具体的な対

応策を伝えることが重要だ。 

 名古屋市のある地域では、地域・行政・当事者

団体・NPO が連携して、避難所開設訓練を実施し

た。このようなプログラムが高浜市でも展開でき

るとよいのではないかないかと思う。 

 

２）避難所・防災倉庫見学 
指定避難所である吉浜小学校体育館、および防災

倉庫を見学。体育館に実際に横になるなどして、

生活のしづらさをイメージして頂いた。また、施

設の設備および防災倉庫の中身を見学頂き、内

容・数を確認。人任せでなく、自分で用意すべき



もの、環境整備のために活用できそうな道具を確

認した。 
 
３）演習「福祉避難スペース」を設置してみよ

う！ 
下記の３つの内容に分けて体験型のワークショッ

プを実施。避難所生活で改善が必要な優先課題で

あるトイレ・寝床の整備方法を理解し、RSY が協

働開発した避難所便利グッズ「HUG×KUM」を

紹介。使い勝手の確認と品質改良のためのヒアリ

ングをさせて頂いた。 
（ワークショップメニューと内容） 
①断水時のトイレの対応、手洗い環境の整え方

（10 分） 
 仮設トイレを用いて、断水時の汚物処理の方法

を学んで頂いた。また、衛生環境を改善するため

の手洗い場の整え方も体験した。 
②段ボールベッドの作り方・パーティション、寒

さ対 
策の方法（20 分） 
ペットボトルの空き箱や、プチプチシートなど

身近にあるものを利用し、手作りの段ボールベッ

ドを作成。また、既製品の段ボールベッドの組み

立ても体験し、寝心地や効果、優先して使うべき

方の確認を行った。 
③スズキモダン避難所支援キット「HUG×KUM」

実 
演（15 分） 
折り畳み椅子を車椅子や台車替わりに使う、布

担架など、キットを活用した環境整備について意

見を頂いた。住民の方々からは概ね好評を頂き、

「使いやすい」「デザインがいい」などの意見が

上がった。 
 
４．まとめ 
 今回は、障がい者と家族が参加し、避難所の実

態を理解して頂くと共に、改善するために必要な

要素を一緒に考えることができた。皆さん非常に

熱心に参加頂けて、貴重な機会となった。ここで

提案されたことをぜひ一般の避難所で適応できる

よう、今後も継続的な議論を重ねて頂ければと思

う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


